
は常に潜水中94％以上を維持，浜移動中はエントリー

前で最低89%，エキジット後で最低65%（図2）。

【考察】

ビーチエントリーでは浜移動時に低酸素を誘発，特

にエキジット後は潜水中の疲労も加わり注意が必要。

本例にはビーチエントリー禁止を指導し，ボートエン

トリーを検証予定。潜水時の溶存窒素を減じる利点

からEANx32が徐々に普及中。COPD患者は仮想高

齢者であり，高齢化社会でのレジャー潜水のリスク軽

減にEANxが寄与する可能性あり。潜水前後の低酸

素軽減手段として，呼吸抵抗増加の問題もあるが，

EANx32吸入下でのレギュレーターを咥えたままの浜

移動が中高年ダイバーで有用な可能性があり，健常者

の検証が望ましい。
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【背景・目的】

在宅酸素療法を要した慢性閉塞性肺疾患（以下

COPD）の元職業潜水士が5年間の包括的呼吸ケアに

て著明改善し，ファンダイビング（以下潜水）をボート

エントリーのエンリッチドエアー32%（以下EANx32）

で実施し，呼吸困難なしと事後申告あり。我々は再開

した潜水の継続を渇望する患者と同世代健常者に水

深4mプールで予備研究を実施。患者では空気下で経

皮酸素飽和度（以下SpO2）93%，息切れ尺度の修正

Borg scale（以下BS）2が，EANx32下でSpO2 96%，

BS 0と改善。今回EANx32にてビーチでの潜水プロ

ファイルを測定。

【方法】

対象：60歳COPD男性患者と55歳非喫煙健常男性。

測定法：事前に呼吸機能・心肺運動負荷試験，CTで

の嚢胞性病変評価，潜水リスクについての十分な説明

と同意を得て，安定した海況のビーチで指定のコース

を田中の手のハウジング装置を用いて最大深度19mの

潜水を行い，水深19mと4mのフィンスイムを含む全経

過のSpO2・脈拍を測定（患者はEANx32のみ，健常

者ではEANx32と空気で実施）。

【結果】

SpO2は，EANx32下の患者では常に潜水中94％以

上を維持，浜移動中はエントリー前で最低79%，エキ

ジット後で最低65%（図1）。健常者では常に潜水中94

％以上を維持，浜移動中はエントリー前で最低SpO2 

94%，エキジット後で最低93%。一方空気下の健常者

図1　患者 EANx32潜水ログ

図2　健常者EANx32と空気潜水ログ
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